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サルエビTrachypenaeus CurVlrOStrlS
SlllMげSOJNの生活について

石　川　弘　毅・市村勇二

茨城県沿岸で自家用糾坂びき網及びエビ板びき網漁業によって漁獲細る魚介軒について，従来本

県ではあせり調査されていなかったので・昭和44年庭からこれらについて調査を始め，

史に．近年の沿鮨地の工業化の進展・漁獲量減少などから漁場拡大・漁期延脚の要望が高まり，

これらの調査を昭利45年2月に県から委託され・これと併せ瑚査が行たわれたD

現在までの調査で主賓対象種であるサルエビについて・二・三の知見を得たのでここに報告するD

本論に入るまえに，鮒集収に御協力して下さっ九億本解凍らび貯大洗・脚湊・乎礫鱗蛸協同

組合の方々，および，本報告の碍丁を御願いした当水試場長・斉藤不二彦氏に感謝致します。

供紳科は全て茨朋治郎・自家用餌料板曳網漁業おJぴエビ的網矧てよって漁獲帥昭和

44年9月から同45年8朋で厭洗・脚湊・平磯の各港に水那れたものと乗澗査とによるも

採集した資料は10喀ホルマリンで固軋・申長・体重・卵巣重量・卵径を観察・晒した0

甲長は眼離縁工帽胸甲中央末端までとし・卵鋸卵巣腹部失脚より一部摘慨し・万能投影器で

50倍に拡大し短径をもって卵径とした0

熟変指数は卵巣重量（mg）×1DB／甲長3とした。

伸し，卵巣摘出は2月20日と占月以降のものについてである0

観　察結果

標本ごとの甲長組成を比較して類似傾向を示す期間（図－り碩約すると，9月中旬・10月下

旬～12月下旬・2月中旬～4月下旬・5月下旬～用上旬・8月下旬～7月下旬・8月下旬の各期

これによると．10～12月には性によって大きさに差がなく重さなっており・2月以降差が生じ

雌が放りも大きく・低次時間をかってその差が大きく売り・ついには・8月にをって完全に分離し，

次に，甲長と体重の関係（図－－2）を見ると雌雄差が無く－甲長10Wで0・5才・2紬で5・5ダ・

50間で1㌢前後に達し・雌26邪・雄20仰肘近から体重に巾が見える。

そして，1年間に紬よそ雌は5DⅧ以上に・即22m以上に成長し，最大形は夫々58酢の

24g，50冊の15才であった∩
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図1　サルエビ甲長組成
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図2サルエビ甲長と体重の関係：書

5〔L　　　　　　　　甲長（叫

Ⅱ　熱度指数（G・Ⅰ）と卵径

熱匿指数組成（図－5）によると．甲長1‘爪未満と一以上とに区切られ・前者では期間中指数は20

を越えるととなく，後者では120を越える物も在った0

更に，日別に比較し，同傾向を示す期間に集計する（図一4）と・2月中旬・d月上旬～同中旬・

6月下旬～7月下旬・8月下旬とに分かれ・2月には甲長による差が発く一様に20以下・4月上～

中旬には甲長20間以上から卵巣の発達が見られ・占月下旬～7月下旬には18m以上のものが発達

し，8月下旬には甲長の大きなものが下か気味の動きを示している0

次に，卵径の観察から四つの型に分けられ・

徴′」、卵：卵径0・08Ⅶ未満で透明

／ト　卵：卵径0．0占～0・1間で透明

中　卵：卵径0．09－0・15mで不適明

大　卵：卵径D・14m以上で黒色不透明
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徹′j＼卵～小卵はどの段階の卵巣にもみえ常に比率は高かった○

又，rHl O毎の卵径頻度分布（図－5）からGII D未満では微小卵～小卵が大半で，中には■11

卵を有するものも若干あった。

GIl O～50では中卵がか売り増し，大卵も若干見え，．G140以上では大卵が1ケのモードを

成し，GI90～100のもので大卵が横遣い傾向を示していた0
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図5　サルエビ熟度指数
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5ロ　　　　　　　甲長（ぬ）

図4　時期別熱度指数
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図5　卵　径　組　成

考　　　察

甲長組成の推移で9月～1D月にかけて大きく変化している事は世代交代が行なわれた結果であろう0

従って，本種の寿命はおおよそ1年であろう○

これは安田（‘49・－57），前川等（‘55）の報告と一一致している。

又，安圧仲こよると長短の二世代が存在すると言われてレ滝が．今回の調査では5月以前の卵巣観察の欠

如と甲長10m未満のサンプルが少豪かった尊から確認批紬かった0

本研究では，ここでいう長期世代についての観察であろう0

次に熱度指数の変化から，甲長18m以上が大卵を右する熟度指数を示す事から・これらが成体と考え

られ，これも前出の報告に一致し，安田の報告に従ってサルエビの雌の発育段階を規定すると・
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イ）成体期：甲長1dmm以上

ロ）未成体期：甲長11m～15Ⅷ

ハ）稚エビ期：甲長10¶爪以下となる。

又，雄が雌と相対的に成長する走ら，甲良組成よカ推定して12～1む郁付近で成体になると思われ，

これは安田等の例より若干大きめである。

卵径観察からは，大卵が他の卵と比較して黒色不透明で1モードを形成することから完勲卵と考えた。

大卵をもつGI4Gを規準にして，Gt4D以上の卵巣の比率（図－8）と甲長組成とから生活年周

期を定めると次のようになる。

イ）索餌期：10月～5月

ロ）産卵準備期：5月、d月中旬

ハ）産卵期：占月下旬～9月

以上・サルエビの生活に若干の考察を試みたが，今後は卵巣・雄性生殖器の形態一・稚エビ等の観察を

充実させ，各発育段階・生活年周期によるサルエビめ生活様式を明らかにしてゆかねは怒ら産山と考え

る。

図‘　日別熟度指数組成

摘　　　　要

1・本調査はサルエビ（主として雌）に関して行なった観察結果である。

2．サルエビでは，雌が雄ユタ大きく，夫々最大形は58椚m・24㌢，50Ⅷ1・1占タであった。

5・サルエビの寿命はおおよそ満1年である0

4．サルエビ卵は四つの型に分けられる。

イ　徴′」、卵：卵径0・O d用椚未満透明

ロ　′J、卵：卵径0．D d～0．1m透明

ハ　中　卵：0・09mm一口・15　m不透明

二　大　卵：卵径0．14m以上黒色不透明
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5・発育段階

イ　稚エビ期：甲長10m以下

口　未成体朗：甲長10～15mm

ハ　成体期：甲長1dm以上

占．生活年周期

イ　索　餌　期：10月～5片

口　産卵準備期：　5月～占月中旬

ハ　産　卵　期：　8月下旬～9月

J

J
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